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細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
優
れ
た

医
学
研
究
を
顕
彰
す
る
第
59
回
野
口

英
世
記
念
医
学
賞
授
賞
式
は
11
月
５

日
、
野
口
英
世
至
誠
館
で
行
わ
れ
、

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教

授
の
畠
山
昌
則
氏
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、
野
口
英
世
記
念
会

の
八
子
弥
寿
男
理
事
長
が
「
医
学
の

進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
科
学
者
に
よ

る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今

な
お
重
大
な
疾
病
が
あ
る
。
中
で
も
、

日
本
人
の
胃
が
ん
発
症
率
は
高
く
、

畠
山
教
授
の
功
績
は
大
き
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
畠
山
氏
に
賞
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。
ま
た
、
畠
利
行
副
知
事
、

前
後
公
町
長
、
ガ
ー
ナ
の
シ
ル
ベ
ス

タ
・
ジ
ュ
ド
ゥ
・
パ
ポ
・
パ
ー
カ
ー
・

ア
ロ
テ
駐
日
大
使
、
谷
口
維
紹
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
特
任
教
授
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
研
究
は
「
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を

基
盤
と
す
る
胃
が
ん
発
症
機
構
の
研

究
」。
ピ
ロ
リ
菌
が
保
有
す
る
タ
ン

パ
ク
質
「
Ｃ
ａ
ｇ
Ａ
」
が
胃
の
細
胞

の
が
ん
化
を
強
く
促
す
こ
と
を
発
見
。

一
連
の
先
駆
的
研
究
を
通
し
て
、
ピ

ロ
リ
菌
に
よ
る
胃
が
ん
発
症
の
分
子

機
構
解
明
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

畠
山
氏
は
「
千
円
札
の
肖
像
に
も

な
っ
て
い
る
野
口
英
世
博
士
は
、
医

学
者
と
し
て
群
を
抜
く
存
在
で
あ
り

偉
人
で
す
。
受
賞
は
大
変
に
光
栄
で

あ
り
、
多
く
の
人
の
協
力
に
感
謝
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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今月の表紙
ひまわりこども園で行
われたＪＲ社員との交
流 会 で の 一 こ ま。 段
ボールで作った特製の
電車で楽しく電車ごっ
こ。園児は、本物の運
転手さんや車掌さんと
一緒に、鉄道について
学びました。（関連 15
ページ）

【撮影日】　11 月２日
【撮影場所】　ひまわりこども園

【目次】

八子理事長（左）から賞状を受ける畠山氏

　第 20 回猪苗代新そば祭りは 11 月 12、13 の
両日、カメリーナで開かれました。県内外から 2
日間で 4000 人を超えるお客さんが訪れ、猪苗代
の新そばを堪能しました。
　今年は２日間で約 4,500 食を提供。そばは、
温かい「祝言そば」と「ざるそば」が提供され、「て
んぷらの盛り合わせ」やソバの実で作った「そば
がゆ」も用意されました。
　会場内では、「猪苗代手打ちそばの会」の名人
たちによるそば打ちの実演のほか、ステージアト
ラクションとして日本舞踊や「猪苗代そば口上」
が披露され、順番を待つ来場者の目を楽しませま
した。
　物産市では、猪苗代在来種そば粉「いなわしろ
天の香」や町のブランド米「いなわしろ天のつぶ」、
生そばのほか、町内の農業生産者らによる野菜な
どが販売され、訪れた多くの来場者でにぎわいま
した。
　福島市から家族で訪れた橋本久美子さんは「子
どもたちもそばが大好きで、毎年新そば祭りに来
ています。今年の新そばもとてもおいしいです」
と感想を話しました。　2

打ちたてそばに舌鼓
第 20 回猪苗代新そば祭り

1_ 福島市から来場した橋本愛さん
（右）と萌さん　2_ 来場者でにぎわ

う会場　3_ 野菜などの農産物が並
んだ物産市　4_ そば打ちの実演を
行う名人たち　5_ 大好きなそばを
夢中で食べる白井風雅さん（半坂）
6_ 来場者の目を楽しませたステー
ジアトラクション　7_ 会場内では
そば菓子などの商品を販売した3

6

7

1
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能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
す
る
こ
と
で
温
も
り
を
醸
し
出
し
、

地
中
熱
を
利
用
し
た
暖
房
シ
ス
テ
ム

や
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
施
設
内
に
は
観
光
案
内
所
や
24

時
間
対
応
の
道
路
情
報
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
猪
苗
代
は
、
火
山

や
豪
雪
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
し
た
総
合
防
災
拠
点
と
し
て
、
県

内
で
初
め
て
国
土
交
通
省
か
ら
重
点

道
の
駅
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
に
は
、
敷
地
内
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

　

道
の
駅
猪
苗
代
で
は
、
地
元
産
の

野
菜
や
米
な
ど
の
農
産
物
を
は
じ
め
、

地
域
の
特
産
品
を
販
売
。
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
会
津
牛
や
猪
苗
代
産
の
そ
ば

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ご
飯
は
羽

釜
で
炊
い
た
「
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ

ぶ
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
19
日
午
後
２
時
に
、
待
望
の

一
般
オ
ー
プ
ン
。
県
内
外
か
ら
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
た
大
勢
の
人
た
ち
が

道
の
駅
を
訪
れ
ま
し
た
。
猪
苗
代
産

の
新
鮮
野
菜
や
約
30
年
振
り
に
復
活

し
た
会
津
木
綿
の
猪
苗
代
縞し

ま

を
あ
し

ら
っ
た
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
買

い
求
め
る
来
場
者
で
、
レ
ジ
に
は
長

蛇
の
列
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

待
望
の
オ
ー
プ
ン

　

道
の
駅
猪
苗
代
の
開
所
式
は
11
月

19
日
、
同
所
で
行
わ
れ
、
約
２
０
０

人
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
式

で
は
、
前
後
公
町
長
が
「
人
・
物
・

情
報
を
つ
な
ぎ
、
猪
苗
代
を
元
気
に

す
る
道
の
駅
と
し
て
、
風
評
被
害
の

払
し
ょ
く
、
地
域
の
元
気
創
造
、
安

全
・
安
心
の
情
報
発
信
を
行
い
、
復

興
再
生
の
象
徴
と
な
る
施
設
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
大
い

に
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
元

衆
議
院
議
員
副
議
長
の
渡
部
恒
三
氏

や
杉
山
純
一
県
議
会
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉

割
で
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

施
設
概
要

　

道
の
駅
猪
苗
代
は
、
磐
越
道
猪
苗

代
高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
合
流

す
る
国
道
１
１
５
号
沿
い
に
県
内
29

カ
所
目
の
道
の
駅
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
約
３
万
３
千

平
方
㍍
。
大
断
面
集
成
材
を
使
用
し

た
木
造
平
屋
、
一
部
Ｒ
Ｃ
造
、
延
べ

床
面
積
約
２
千
２
百
平
方
㍍
の
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
が
24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

を
、
町
が
レ
ス
ト
ラ
ン
、
物
産
コ
ー

ナ
ー
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
地
域

振
興
施
設
を
整
備
。
駐
車
場
は
、
大

型
車
・
小
型
車
１
８
２
台
が
駐
車
可

「道の駅猪苗代」がオープン
県内初の重点道の駅

　道の駅猪苗代が盛大にオープンでき
たことをうれしく思います。道の駅猪
苗代には、観光や防災など、あらゆる
情報発信拠点としての役割を果たすこ
とが求められています。今後は、県内
外の道の駅をはじめ、さまざまな地域
や施設との交流拠点として活用してい
かなければなりません。人や物、情報
が道の駅を通じて活発に交流すること
で、地域経済の活性化につなげたいと
思います。さらには、原発事故による
風評被害の払しょくとインバウンド誘
致の起爆剤となることを期待します。

猪
苗
代
町
商
工
会
　

一
ノ
瀬
　
正ま

さ

一い
ち

会
長

交流拠点として期待

　オープン後、最初の 2 日間だけで
約１万４千人の来場があり、大きな反
響をいただいています。中には行き届
かない点もあり、皆さんには大変ご迷
惑をお掛けしております。今は、生ま
れたばかりの赤ん坊のような状態です
ので、温かい目で見守っていただけれ
ばと思います。
　今後は、地域の特性を生かし、他に
はないような道の駅となれるよう、町
民の皆さんと一緒に商品開発を行いた
いと思います。皆さんのご協力をよろ
しくお願いいたします。

道
の
駅
猪
苗
代
　

田
中
　
俊と

し

明あ
き

駅
長

皆さんと一緒に商品開発を

1_ 道の駅猪苗代の外観。晴れの日には磐梯山を望むことができる　2_ 開
所式で華やかにオープニングを飾った川桁謡

よう

真
しん

鼓
こ

楽
らく

会
かい

の演奏　3_ 野菜の
販売コーナーには大勢の人が押し寄せた　4_ レストラン「ダイニングＩ

アイ

」
では窯焼きのピザを提供　5_ 一般オープン式典でくす玉を割るさくらこ
ども園の園児ら　6_ 勇壮な太鼓の演奏で来場者を出迎える猪苗代天鏡太
鼓のメンバー　7_ オープン初日、県内全ての道の駅スタンプ収集を達成
した会津若松市の白岩優希さん（左）　8_24 時間対応の道路情報コーナー

【INTERVIEW】

1

2 3

4

5

6

7 8
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1_ ２区吉田勇大選手（学法石川高２年）　2_ ５区古川裕隆選手（会
津学鳳高３年）　3_ 選手全員で記念撮影　4_ ７区鈴木有人選手

（猪苗代中１年）　5_ ９区小板橋梨音選手（猪苗代中２年）　6_14
区小檜山利輝選手（会津学鳳高２年）　7_16 区長谷川尚大選手（帝
京大２年）　8_ ８区野口健吾選手（猪苗代中３年）　9_15 区阿部

　

第
28
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

伝
競
争
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
20
日
、
白
河
市
の
し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
か

ら
福
島
市
の
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、

95
・
１
㌔
の
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
53
チ
ー
ム
が

参
加
。
本
町
チ
ー
ム
は
レ
ー
ス
序

盤
、
苦
し
い
展
開
に
な
り
な
が
ら

も
全
選
手
が
粘
り
の
走
り
で
タ
ス

キ
を
リ
レ
ー
。
後
半
に
入
る
と
影

山
裕
主
将
ら
が
奮
起
し
、
順
位
を

上
げ
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
町
の
部

で
５
位
入
賞
、
総
合
で
15
位
に
入

る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　

個
人
成
績
で
は
、
９
区
の
小
板

橋
梨
音
選
手
が
町
の
部
区
間
賞
を

獲
得
。
12
区
の
影
山
裕
選
手
は
２

年
連
続
と
な
る
町
の
部
区
間
賞
に

輝
き
、
14
区
の
小
檜
山
利
輝
選
手

も
町
の
部
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
６
区
の
半
澤
拓
見
選

手
が
区
間
全
体
で
11
位
、
16
区
の

長
谷
川
尚
大
選
手
が
区
間
全
体
で

で
７
位
と
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。

　

本
町
チ
ー
ム
は
、
今
大
会
を
含

め
、
町
の
部
で
第
15
回
大
会
か
ら

14
年
連
続
で
10
位
以
内
に
入
賞
。

第
21
回
大
会
か
ら
は
５
位
以
内
入

賞
を
記
録
す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し

い
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。

凜選手（東中３年）　10_ ３区小鮒響暉選手（猪苗代中２年）　11_ ４
区國分伊三郎選手（葵高３年）　12_ １区佐藤美澄選手（会津高２年）
13_12 区影山裕選手（広域消防）　14_ ６区半澤拓見選手（県庁）　
15_10 区五十嵐修一選手（明治学院大３年）　16_11 区小林萌々選
手（ザベリオ学園高２年）17_13 区大島詩音選手（若松商業高２年）

昨年より総合順位は落ちました
が、大学生、社会人が予想以上の
走りをみせてくれました。また、
今回レースに出られなかった選手
も含めて、中学生の今後の活躍が
期待できる大会となりました。応
援ありがとうございました。

皆さんの応援のおかげで２年連続
で町の部区間賞を獲得することが
できました。今年の結果に満足せ
ず、これから１年間練習を積み重
ね、さらに良い走りができるよう
にしていきます。来年は優勝でき
るように頑張ります。影山   裕

ゆたか

 主将 渡部敏
と し

弘
ひ ろ

 監督

第 28 回ふくしま駅伝

代表の誇りを胸に秘め力走

31 2

4

7

4

914 15

6

8

「練習を積み重ね、来年は
優勝を目指す」

「若い選手の今後の活躍に
期待」

5

10 11

12 13

16 17
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平
成
28
年
度

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

最
優
秀
賞　

渡
部
紗
永（
猪
苗
代
小

６
年
）

優
秀
賞　

生
江
心
愛（
吾
妻
小
４

年
）、
西
村
百
叶（
猪
苗
代
小
５
年
）、

佐
藤
愛
莉（
千
里
小
６
年
）

佳
作　

小
板
橋
梨
亜（
猪
苗
代
小
４

年
）、
渡
部
響
子（
緑
小
４
年
）、
小

椋
怜
南（
吾
妻
小
４
年
）、
諏
訪
槙

己（
猪
苗
代
小
５
年
）、山
内
滉
太（
猪

苗
代
小
５
年
）、
湯
澤
光
琉（
千
里

小
５
年
）、
髙
木
沙
也（
猪
苗
代
小

６
年
）、
鈴
木
琉
乃（
翁
島
小
６
年
）、

遠
藤
あ
い（
千
里
小
６
年
）

保
健
協
力
員
感
謝
状
贈
呈
者 

山
田
登
志
子（
古
城
町
）、
五
十
嵐

惠
美
子（
旭
町
）、
野
口
香
代
子（
東

　

表
彰
式
に
は
受
賞
者
を
は
じ
め
町
、

町
議
会
、
関
係
機
関
・
団
体
の
来
賓

な
ど
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

前
後
公
町
長
が「
地
域
の
発
展
や

産
業
の
振
興
、
福
祉
や
教
育
な
ど
、

皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
功
績
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
受
賞

者
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤
光
幸
さ

ん（
金
曲
）が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
有
功
者
表
彰

▽
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績（
特

別
表
彰
）＝
長
沼
一
夫
、
佐
藤
光
幸

▽
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
＝

五
十
嵐
ミ
ヱ
子
、
渡
邊
眞
一
郎

◇
功
労
者
表
彰

▽
区
長
と
し
て
の
功
績
＝
磯
川
盛
雄

▽
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
功
績
＝

増
子
玲
子
、
大
堀
明
子

▽
消
防
団
員
と
し
て
の
功
績
＝
五
十

嵐
幸
夫

◇
善
行
者
表
彰

▽
町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
さ
れ
た
功
績

・
多
額
の
図
書
を
寄
贈
＝
猪
苗
代

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
多
額
の
図
書
お
よ
び
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ル
一
式
を
寄
贈
＝
猪
苗
代

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
野
口
英
世
博
士
の
ふ
る
さ
と
猪
苗

代
応
援
寄
付
金
＝
株
式
会
社
ア
ド
バ

ン
ス

・
教
育
振
興
支
援
協
力
金
＝
株
式
会

社
ジ
ー
・
ア
イ
・
ピ
ー

　

平
成
28
年
度
合
同
表
彰
式
感
謝
状

伝
達
式
は
11
月
12
日
、
学
び
い
な
で

行
わ
れ
、
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

の
受
賞
者
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
感
謝
状
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
前

後
公
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

は
町
民
の
模
範
で
あ
り
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
長

沼
一
夫
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

表
彰
お
よ
び
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。 受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
28
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
は
11
月
３
日
、
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
有
功

者
４
人
と
自
治
、
教
育
、
消
防
の
分
野
で
公
共
の
福
祉
や
町
政

に
功
労
の
あ
っ
た
４
人
、
並
び
に
寄
付
を
さ
れ
た
善
行
者
４
人

を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

南
真
行
）、
鈴
木
浩
子（
戸
ノ
口
・

三
本
木
・
金
子
沢
）、
佐
藤
郁
子（
明

戸
）、
大
桃
順
子（
樋
ノ
口
）、
大
桃

恵
美
子（
樋
ノ
口
）、由
井
オ
コ
ヨ（
小

田
）、
小
椋
洋
子（
達
沢
）、
佐
藤
淳

子（
蒲
谷
地
）

福
島
県
統
計
協
会
功
労
者
表
彰

【
福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
】

遠
藤
修
郎（
沼
ノ
倉
）、佐
藤
忠
永（
壺

下
）、
西
村
和
貴（
中
の
沢
）

福
島
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
状
受
賞

者【
一
般
募
金
】

・
個
人
の
部　

鈴
木
明（
新
北
町
）、

戸
田
忠
義（
入
江
）、
浅
井
一
石（
新

町
イ
）、
金
子
明
子（
新
北
町
）

・
団
体
の
部　

有
限
会
社
ム
ナ
カ
タ

薬
局
、
有
限
会
社
五
十
嵐
自
動
車
整

備
工
場
、
金
子
工
業
株
式
会
社
、
猪

苗
代
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

自治功労者表彰式・合同表彰式感謝状伝達式

【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
】

・
個
人
の
部

遠
藤
修
郎（
沼
ノ
倉
）、渡
部
新
司（
中

町
）

・
団
体
の
部

会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
青
年
連

盟
猪
苗
代
地
区
、
女
性
部
猪
苗
代
支

部

合
同
表
彰
式

感
謝
状
伝
達
式ポスターコンクール最優秀賞

渡部紗
さ

永
え

さん（猪苗代小６年）

福島県統計協会名誉会長表彰
遠藤修郎さん（沼ノ倉）

福島県共同募金会長感謝状受賞（個人の部）
浅井一石さん（新町イ）

保健協力員感謝状受賞
佐藤郁子さん（明戸） 前後町長（前列左から２人目）と記念撮影する受賞者の皆さん

福島県共同募金会長感謝状受賞（団体の部）
五十嵐自動車整備工場　五十嵐正義さん
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感謝を込めて６年生が最後の演奏

　長瀬小マーチングバンド移
い

杖
じょう

式
しき

は 11 月 18 日、カメリーナで
行われ、メンバーの見事な演奏・演技に会場を訪れた保護者らか
ら盛んな拍手が送られました。移杖式では、バンドマスターの佐
藤真

ま

央
お

さん（６年）が「３、４、５年生は、多くの人に支えられ
ていることを忘れずにこれからも頑張ってください」とあいさつ。
カラーガードの瀧口蓮

は

己
な

さん（６年）が安中凛
りん

さん（５年）に指揮
杖を手渡し、他のメンバーも後輩たちに楽器を託しました。

長瀬小マーチングバンド移杖式

見事な演奏・演技を披露する長瀬小の児童たち

地域振興への功績をたたえる

受賞の報告に訪れた長谷川さん（左）と妻のゆき子さん

磐梯山の恵みに感謝

神事を執り行う関係者ら

　秋の叙勲で旭日双光章を受賞した長谷川與
よ

一
いち

さんは11月７日、
町役場を訪れ、大川原久夫副町長に受賞を報告しました。
　長谷川さんは昭和 59 年に町議会議員に初当選し、平成 24 年
まで７期 28 年間議員として活躍。平成 18 年から２年にわたり
議長に就任し、地域の振興に尽力しました。長谷川さんは「28
年間、町議会議員として微力ながら町政発展に尽くしました。受
賞は大変名誉なことで光栄です」と話しました。

元町議会議長の長谷川與一さんに旭日双光章

補助犬の理解を深める

　補助犬受入れセミナーは 11 月 18 日、町農業環境改善センター
で開かれ、町内の事業者や関係団体など約 30 人が参加しました。
日本盲導犬協会スマイルワン仙台の奥澤優花さんが身体障害者補
助犬法の概要や各施設での補助犬受入れのポイントなどを説明。
セミナーには、仙台市内で盲導犬として活躍するラブラドール
レトリバーのハート君（オス・２歳）も同行しました。参加者は、
補助犬の対応方法などについて理解を深めました。 補助犬受入れのポイントを説明する奥澤さん

補助犬受入れセミナー

磐梯山周辺観光推進連絡協議会が感謝登山式典

　磐梯山感謝登山式典は 11 月 11 日、ＩＳＫで行われ、関係者
ら約 30 人が出席しました。式典では神事を執り行い、磐梯山へ
の感謝を伝えるとともに、山の安全を祈りました。大川原久夫副
町長が「１～ 10 月末まで登山者数は 32,700 人となり、昨年よ
りも約 2,200 人増加した。山岳事故防止のため、引き続き関係
機関のご協力をお願いします」と式辞を述べました。なお、予定
されていた清掃登山は、悪天候のため中止となりました。

まちのわだい

長谷川ヨシオさんが 100 歳に

　11 月 20 日に 100 歳の誕生日を迎えた長谷川ヨシオさん（渋谷）
への賀寿贈呈式は 11 月 21 日、いなわしろホームで行われ、家
族らが長寿を祝いました。会津保健福祉事務所の角田祐喜男健康
福祉部長が知事賀寿と会津漆器の木杯を贈呈。続いて前後公町長
が賀寿と記念品などを贈りました。娘の髙子さんは「母の長寿の
秘訣はご飯をしっかり食べること。民謡が好きで時々口ずさんで
います。これからも元気で長生きしてほしいです」と話しました。

長寿を祝い、知事賀寿などを贈呈

前後町長から賀寿を受ける長谷川さん（右）

自宅を離れて社会性を育む

自動車の新しいデザインについてグループで話し合う児童

国立磐梯青少年交流の家通学キャンプ

　第 55 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 22
回野口英世博士少年科学賞の授賞式は 11 月 9 日、野口英
世記念館至誠館で行われ、受賞者をたたえました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。

【作文コンクール】
◇小学校の部▶特選＝鈴木日奈子（吾妻）▶金賞＝中田こ
とは（猪苗代）古川唯斗（翁島）大束洸人（猪苗代）▶銀賞
＝笠間泰世（千里）鈴木愛琉（長瀬）渡部響子（緑）
◇中学校の部▶特選＝小板橋梨音（猪苗代）▶金賞＝佐藤
天音（東）遠藤花（猪苗代）▶銀賞＝菅沼朱響（猪苗代）藤
田愛花（吾妻）

【少年科学賞】
◇小学校の部▶最優秀賞＝小澤優真、筑井雅子、國井結以、
長谷川琴音（長瀬）▶優秀賞＝小林花帆（猪苗代）鈴木理
心（吾妻）小林久也（猪苗代）鈴木日奈子（吾妻）髙木沙也（猪
苗代）
◇中学校の部▶最優秀賞＝小野木滉馬（猪苗代）▶優秀賞
＝菅野実咲（猪苗代）大坂憲裕（東）藤田愛花（吾妻）渡
部拓真（東）

小中学生の栄誉をたたえ
野口英世博士顕彰行事授賞式

受賞した作文を朗読する小板橋梨音さん（猪苗代中２年）

八子弥寿男理事長から表彰を受ける鈴木日奈子さん（吾妻小４年）

　国立磐梯青少年交流の家通学キャンプは 11 月６日から 12 日
までの７日間、同所で行われ、町内の小学校４～６年生の児童
44 人が参加しました。通学キャンプは、放課後の共同生活を通
じて基本的生活習慣を確立し、社会性を育成することを目的に実
施。歴史やデザインなどを学びながら、他校の児童らとの交流を
深めました。長瀬小４年生の髙橋樹

き

香
こ

さんは「デザイン教室で、
みんなで意見を出し合ったのが楽しかったです」と話しました。
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磐梯山噴火を想定し訓練

　猪苗代、磐梯、北塩原の 3 町村で構成する磐梯山火山防災連
絡会の情報受伝達訓練は11月11日、各町村役場で行われました。
訓練は、磐梯山の火山活動が急激に活発化し、仙台管区気象台か
ら噴火警報（噴火警戒レベル４、避難準備）が発表されたことを
想定して実施。県から連絡を受けた担当者らが各町村長に報告し、
前後公町長、五十嵐源市町長、小椋敏一村長がテレビ会議により
住民や登山者への情報伝達方法などを確認しました。テレビ会議で対応を協議する前後町長

磐梯山火山防災連絡会情報受伝達訓練

今後もますますのご活躍を

　第 47 回町高齢者福祉大会は 11 月 10 日、学びいなで開かれ
ました。役員表彰では 14 人が表彰され、受賞者を代表して西久
保五月会の渡部巧さんが町老人クラブ連合会小木良司郎会長から
表彰状を受けました。また、しあわせ金婚夫婦表彰では、13 組
を代表して樋ノ口銀杏会の渡部義久さん、信子さん夫婦に表彰状
が手渡されました。式典後は、各地区の老人クラブ会員らが歌や
踊りなどのアトラクションを披露し、来場者を楽しませました。 小木会長から役員表彰を受ける渡部さん（左）

学びいなで高齢者福祉大会を開催

ひまわりこども園に絵画寄贈

　画家の細木久慶さん（東京都）の絵画贈呈式は 10 月 31 日、ひ
まわりこども園で行われました。絵画にはひまわりなどの花が描
かれており、細木さんはこれまでにも震災復興の応援のため、町
に絵画作品を寄贈しています。細木さんは「ひまわりが好きでよ
く描いています。子どもたちが絵を親しむよう、今後、親子絵画
教室を開きたいです」と話しました。
　作品は、ひまわりこども園玄関ホールに展示されています。

細木久慶さんが花の絵を寄贈

絵画を寄贈した細木さん（後列中央）

町内の絶品スイーツを満喫

　第４回猪苗代スイーツフェスタは 11 月 19 日、猪苗代スキー
場ミネロセンターハウスで開かれ、約 300 人の来場者が町内の
スイーツを味わいました。イベントには町内の 11 店舗が参加。
会場には和菓子や洋菓子などさまざまなスイーツが用意され、来
場者は各店舗から 1 個、合計 11 個のスイーツを味わいました。
　当日は、お菓子作り体験やあめ細工の実演、音楽ユニット「Ｃ
ｉｅｌ」による生演奏なども行われました。 用意されたスイーツを選ぶ来場者

猪苗代スイーツフェスタ

野口英世博士の誕生を祝う

　世界的な医学者、野口英世博士の第 140 回誕生祭は 11 月９日、
野口英世至誠館で行われました。野口家の菩提寺である長照寺の
楠俊道住職による読経の後、関係者らが献花をしました。
　野口英世記念会の八子弥寿男理事長が「野口博士の功績を後世
に伝えていきたい」とあいさつ。土屋重憲教育長、後藤公男町議
会副議長が祝辞を述べました。また、翁島小学校の４年生が唱歌

「野口英世の歌」を披露しました。

野口英世博士誕生祭

「野口英世の歌」を披露する翁島小４年生児童

町の魅力を 15 秒ＣＭで表現

作品を紹介する渡部知治監督（右から 2 人目）ら

　福島放送「ふくしまの元気！応援ＣＭ大賞 2016」の審査会は
11 月 27 日、郡山市の郡山女子大で開かれました。コンテスト
には県内 29 市町村が参加。15 秒のＣＭを通じて地域の魅力や
元気を発信することを目的として実施されています。
　本町からは町商工会青年部が観音寺川の桜並木のライトアップ
をテーマにした「七色変身いなわしろ」の作品で参加。審査会の
模様は、12 月 24 日午後２時 15 分から福島放送で放映されます。

ふくしまの元気！応援ＣＭ大賞審査会
小学生が仕事体験
いなわしろワクワクおしごとたいけん

　「いなわしろワクワクおしごとたいけん」は 11 月 23
日、国立磐梯青少年交流の家で開かれ、子どもたちが消
防士や大工などさまざまな仕事を体験しました。地域に
根差した職業を体験してもらおうと、猪苗代青年会議所
が主催しました。写真家の野口勝宏さんから写真の撮り
方を教わった猪苗代小６年の小林優

ゆ

萌
め

さんは「写真がぼ
やけてしまい、難しかったです」と感想を話しました。

1_ 光の当て方やカメラの位置に
よって写真の出来上がりが変わる
ことを子どもたちに丁寧に教える
野口さん　2_ リハビリの仕事を
体験する子どもたち　3_ 大工の
仕事では木材をのこぎりで切った
りくぎを打ったりして道具に親し
んだ　4_ ライターの仕事では新
聞記者になりきって取材に挑戦。
相手の好きな食べ物や得意教科な
どを聞いて、写真を撮り、子ども
新聞にまとめた

1

3

2

4
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好
き
な
食
べ
物
は
ぶ
ど
う

や
納
豆
ご
は
ん
。
人
見
知
り

を
あ
ま
り
し
な
い
と
い
う
結

唯
ち
ゃ
ん
は
、
取
材
の
日
も

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
の
子
供
向
け
番
組

を
見
な
が
ら
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
す
る
の
が
大
好
き

と
い
う
結
唯
ち
ゃ
ん
。「
数

を
10
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
マ
マ
の
千
賀
子
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

結
唯
ち
ゃ
ん
に
「
パ
パ
は

好
き
で
す
か
」
と
尋
ね
る

と
「
大
好
き
」
と
元
気
な
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
イ

ク
メ
ン
パ
パ
の
勝
久
さ
ん
は
、

そ
ん
な
結
唯
ち
ゃ
ん
が
可
愛

く
て
仕
方
が
な
い
様
子
。
大

き
く
な
っ
て
も
近
く
に
い
て

ほ
し
い
と
結
唯
ち
ゃ
ん
を
優

し
く
見
つ
め
ま
す
。

　

千
賀
子
さ
ん
は
12
月
５
日

が
第
２
子
の
出
産
予
定
日
。

パ
パ
、
マ
マ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
頼
も
し
い
お
姉
さ
ん
と
し

て
活
躍
す
る
結
唯
ち
ゃ
ん
の

姿
が
楽
し
み
で
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

周りの人を明るくできる、優しい人に育っ
てほしいとパパとママは笑顔で話します。

平成 27 年１月生まれ
～五十軒　
勝
か つ

久
ひ さ

さん・千
ち

賀
か

子
こ

さんご夫妻の長女大好きなパパとママと一緒にハイ、ポーズ

笑顔でこんにちは

　

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
は
11
月
２

日
、
園
児
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
津
若

松
運
輸
区
の
運
転
手
や
車
掌
ら
と

の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
園

の
南
側
を
走
る
列
車
に
園
児
が
い

つ
も
手
を
振
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
同
区
の
若
手

社
員
ら
が
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
企
画
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
同
園
の
３
～
５

歳
児
約
２
２
０
人
が
参
加
。
園
児

は
、
鉄
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
車

掌
の
仕
事
の
実
演
な
ど
を
通
じ
て

鉄
道
の
仕
事
に
親
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
模
擬
レ
ー
ル
を
使
用
し
た

電
車
ご
っ
こ
で
は
、
園
児
が
車
掌

と
一
緒
に
「
時
刻
よ
し
、
乗
降
よ

し
」
と
指
差
し
確
認
。「
出
発
進

行
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
出
発

し
、
レ
ー
ル
の
上
を
元
気
に
進
み

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
園
児
ら
は
園
庭
に
移

動
し
、
猪
苗
代
駅
を
出
発
し
た

磐
越
西
線
の
下
り
列
車
に
向
け

て
、
全
員
で
手
を
振
り
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
組
の
郡
司
紗さ

和わ

ち
ゃ
ん
は
「
本
物
の
車
掌
さ
ん
と

電
車
ご
っ
こ
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

い
つ
も
手
を
振
る
園
児
た
ち
の
た
め
に

模擬レールを進んで電車ごっこを楽しむ園児列車に向かって手を振る園児ら

宇川　結
ゆ

唯
い

　ちゃん

　

猪
苗
代
高
校
吹
奏
楽
部
は
11
月

３
日
、
学
び
い
な
で
第
１
回
定
期

演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
校
吹

奏
楽
部
は
、
過
去
に
は
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
出
場
経
験
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
時
は
部
員
数
が
２
人
ま
で

減
少
。
活
動
も
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
度
に
は
委
員

会
か
ら
部
と
し
て
活
動
を
再
開
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
な
が

ら
、生
徒
同
士
の
「
合
わ
せ
る
力
」

を
磨
き
ま
し
た
。
現
在
の
部
員
数

は
約
10
人
。
生
徒
た
ち
は
、
日
ご

ろ
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
応

え
よ
う
と
「
感
謝
」
を
テ
ー
マ
に

演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

３
部
構
成
で
行
わ
れ
た
演
奏
会

で
は
、「
島
唄
」「
Ｒ
Ｐ
Ｇ
」
な
ど

を
演
奏
。「
水
戸
黄
門
」
の
演
奏

で
は
、
途
中
で
黄
門
様
御
一
行
に

扮
し
た
生
徒
が
登
場
。
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

猪
苗
代
吹
奏
楽
団
の
渡
部
鶴
雄
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
で
出
演
し
、
自
慢
の

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
猪
苗
代
中
学
校

吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
を
行

い
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

猪
高
吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会
を
初
開
催

スクールトピックス

スクールトピックス

日ごろの練習の成果を披露する部員ら会場を大いに盛り上げる「黄門様御一行」

ホットニュース

　町民の皆さん、初めまして。10 月から内科外来
を担当しています、太田達郎です。埼玉県生まれで
すが、福島で研修医生活をスタートしました。以来、
胃腸の病気を中心に内科診療を行ってきました。
　長野県の諏訪に住んだことがあるのですが、猪苗
代町へ来ると山の美しい雰囲気のせいか、とても懐
かしい感じがしてきます。
　私の診療は毎週ではありませんが、第２、４、５
週の土曜日に来ています。平日は皆さんお忙しいこ
とでしょうから、土曜日の空いた時間があればぜひ
病院においでください。自分では、ささいなことと
思っていても、長引いたり繰り返したりする症状が
ありましたら、ぜひ一度ご相談ください。

町立病院の先生を紹介します

太
おお

田
た

 達
たつ

郎
ろう

 先生

【Interview】

安心、信頼、親しみやすさを
モットーに、親切丁寧に診療
を行っています。
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

な
い
の
で
、
も
う
１
つ
く
ら
い
あ
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

・
幼
児
が
遊
べ
る
公
園
や
遊
具
が
少

な
い
の
で
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

千
里
公
園（
た
こ
公
園
）に
も
幼
児

用
の
遊
具
が
ほ
し
い
で
す
。
旧
千
里

幼
稚
園
の
施
設
が
使
わ
れ
て
な
い
の

で
、
幼
児
用
に
開
放
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
園
庭
の
遊
具
も
幼
児
用

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で

き
、
無
駄
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
カ
メ
リ
ー
ナ
の
公
園
は
日
陰
が
な

い
の
で
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
回
答
】

　

冬
期
間
に
幼
児
が
遊
べ
る
施
設
と

し
て
、
児
童
館
や
カ
メ
リ
ー
ナ
、
川

桁
・
中
ノ
沢
体
育
館
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
期
間
以
外
に
幼
児
が

外
で
遊
べ
る
屋
外
施
設
は
、
亀
ケ
城

公
園
を
は
じ
め
、
千
里
公
園
、
扇
田

公
園
、
中
央
緑
地
、
運
動
公
園
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

公
園
の
幼
児
用
遊
具
に
つ
い
て
は
、

旧
幼
稚
園
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
遊

具
の
器
具
点
検
を
行
い
、
移
設
で
き

な
い
か
検
討
し
ま
す
。

　

亀
ケ
城
公
園
で
は
、
公
園
の
整
備
、

保
存
、
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
に

ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
を
目

的
に
「
結
の
里
保
存
会
」
に
よ
る
植

樹
作
業
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
10
月
に
は
、
み
ん
な

の
広
場
園
路
周
辺
に
15
本
の
桜
の
植

樹
を
行
い
、
夏
期
の
日
陰
対
策
を
講

年
末
年
始
の
役
場
業
務
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

町
役
場
の
業
務
は
、
12
月
29
日

（
木
）か
ら
新
年
１
月
３
日（
火
）ま

で
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
人
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
の
開
閉
栓
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
使
用
開
始（
停
止
）予
定

の
あ
る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

休
業
中
も
婚
姻
届
、
死
亡
届
や

火
葬
場
の
予
約
な
ど
は
受
け
付
け
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎（
62
）２
１
１
４

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

▼
ご
み
収
集

　

12
月
31
日（
土
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
火
）ま
で
は
、
ゴ
ミ
の
収
集
は

実
施
し
ま
せ
ん
。
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
係

☎（
62
）５
６
２
２

町
民
意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
回
答

●
幼
児
が
遊
べ
る
屋
内
施
設
や
公
園

を
増
や
し
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

・
室
内
で
幼
児
が
遊
べ
る
所
を
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
雪
の
期
間
が
長
く
、

カ
メ
リ
ー
ナ
と
児
童
館
く
ら
い
し
か

役
　
場

く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
収
集

　

12
月
31
日（
土
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
火
）ま
で
は
、
家
庭
生
ご
み
の

収
集
を
実
施
し
ま
せ
ん
。
家
庭
生
ご

み
回
収
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
29
日（
木
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
火
）ま
で
は
、
し
尿
の
く
み
取

り
を
実
施
し
ま
せ
ん
。
早
め
に
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先
は
、

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

水
道
管
の
凍
結
や
破
損
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
流
し
て
お

く
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

保
温
材
を
は
が
し
て
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
ま

す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
止
水
栓
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く

　

屋
内
の
水
道
管
を
修
理
し
た
り
、

蛇
口
を
交
換
し
た
り
す
る
場
合
に
も
、

止
水
栓
で
水
を
一
時
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
積
雪
前
に
場
所
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
故
障
の
場
合
は
、
右

の
町
指
定
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

水
　
道

猪苗代町指定給水装置工事事業者一覧表（町内業者）
商号又は名称 所　　　在　　　地 電話番号

㈲猪苗代工務店 字板橋北 3246-1 （62）4645
㈲猪苗代燃料 大字千代田字千代田 186-5 （62）2828
㈲笠間設備工業 大字磐里字磐崎 1548-1 （62）2883
伊藤配管工業 字窪南 3655 （62）3018
宇南山設備 大字三ツ和字五十軒 3372 （65）2265
野崎設備工業所 大字千代田字打越分乙 8 （62）5176
㈲阿部伊三郎商店 大字磐里字八千代 46 （62）3626
㈲渡部住宅設備機器 大字壺楊字壺下１ （66）2868
中善商店 大字川桁字宮ノ西 4138 （66）2345
猪苗代設備工業所 大字千代田字千代田 6-6 （62）4434
㈲会津燃料 字御三壇 4123-2 （62）3229
小椋建設林業㈱ 大字若宮字村東丙 701-1 （64）3329
小熊建設 大字若宮字家東乙 678 （64）2508
渋谷建設㈱ 字渋谷 144-1 （64）2425
金子工業㈱ 字五百苅 132-3 （64）2151
㈱五十嵐建設工業 字御三壇 4111 （62）3861
本間建設 大字長田字釜井 322 （65）2701
㈲鈴木設備 字見禰 5316-1 （62）3520
佐光設備 大字八幡字山根 804 （66）4196
大栄工業㈲ 大字蚕養字西高塚甲 2119 （64）2802
森建設㈱ 大字若宮字名家西甲 478-1 （64）2121

意
見
箱

じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
魅
力
あ
る
公

園
づ
く
り
と
利
用
者
へ
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
建
設
課
　
都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
よ
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び

い
な
、
和
み
い
な（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
氏
名
、
住
所
お
よ
び
連
絡
先
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
62
）５
１
７
５

医療機関名 日にち
曜日

12/23
金

12/24
土

12/25
日

12/26
月

12/27
火

12/28
水

12/29
木

12/30
金

12/31
土

1/1
日

1/2
月

1/3
火

1/4
水

浅見クリニック
（63）2200

午前 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

午後 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

小川医院
（62）2132

午前 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

午後 × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × ○

かねこクリニック
（72）0660

午前 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○

午後 × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × △ 17 時まで

野崎医院
（66）2245

午前 × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

午後 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ×

マリアクリニック
（66）2700

午前 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ○

午後 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ○

矢吹医院
（62）2169

午前 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ △正午まで × × × ○

午後 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○

町立病院
（62）2350

午前 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○

午後 × ○ × ○ ○ ○ ○ △内科のみ × × × × ○

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 23 日～１月４日）
○：診療可　×：休診　△：内科だけ診療可

年中無休　受付時間　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分　診察は午後７時から
ただし、12 月 31 日～１月３日の間は特別な診察時間となります。

（午前 10 時～午後 4 時、午後５時～午後 10 時 30 分）

【夜間救急】　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22（謹教コミュニティセンター）　☎（28）1199  

※町外業者は、町ホームページをご覧ください。
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家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
必
ず
届
出
を
お
願

い
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。　

　

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
壊
、
所

有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

取
り
壊
し
た
年
は
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
届
出
に
よ
り
翌
年
か
ら
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
床
面
積
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
町
税
務
課
に
「
家
屋
異
動
申

告
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

併
せ
て
現
地
確
認
も
行
い
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

該
当
す
る
家
屋
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登
記
」

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
法
務

局
か
ら
町
へ
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

町
へ
の
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
車
や
滅
失
し

た
時
期
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
軽
自
動
車
税	

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

○
自
動
車
税

県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部　

課
税

第
二
課

☎（
29
）５
２
６
１

　

完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

職
員
が
評
価
額
算
出
の
た
め
の
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、

家
の
間
取
り
や
最
終
的
な
各
部
屋
の

仕
上
げ
な
ど
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
時
間
は
お
よ
そ
１
時
間
半
程

度
で
す
。（
床
面
積
の
大
小
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。）

　

基
本
的
に
は
職
員
が
文
書
や
電
話

な
ど
に
よ
り
調
査
の
日
程
な
ど
を
調

整
し
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
随
時
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

届
出
に
よ
り
取
得
し
た
年
の
翌
年

か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
町
税
務

課
に
「
家
屋
異
動
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な

所
有
者
に
翌
年
か
ら
課
税
し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」

を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
を
行
う
と
、
法
務
局
か
ら
町
へ
通

知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
へ
の
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例

税
　
金

　

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積

の
広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地

と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地

課
税
標
準
額　

土
地
の
決
定
価
格
の
６
分
の
１

▼
一
般
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住

宅
の
総
床
面
積
の
10
倍
ま
で
の
土
地

課
税
標
準
額

土
地
の
決
定
価
格
の
３
分
の
１

　

な
お
、
10
倍
を
超
え
る
部
分
の
土

地
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
特
例
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊

し
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
つ
き
ま
し

て
は
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標

準
の
特
例
の
変
更（
届
出
）が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

　

登
記
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局　

☎（
27
）１
５
０
１　

ま
た
は
、
お

近
く
の
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

普
通
自
動
車
・
軽
自
動
車

の
登
録（
移
転
・
変
更
・
ま
っ

消
）は
お
済
み
で
す
か

　

左
記
に
該
当
す
る
人
は
、
３
月
31

日
ま
で
に
登
録
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た
。

②
自
動
車
・
軽
自
動
車
を
人
に
譲
っ

た
。

③
廃
車
し
た
。

④
自
動
車
・
軽
自
動
車
の
所
有
者（
使

用
者
）が
亡
く
な
っ
た
。

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
所
有
者

（
割
賦
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）に

課
税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
所
有
し

て
い
な
い
車
の
納
税
通
知
書
が
き

た
」「
納
税
通
知
書
が
こ
な
い
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

「
所
在
不
明
の
軽
自
動
車
の

手
続
き
」

　

転
売
・
廃
車
・
滅
失
な
ど
に
よ
り

所
在
が
不
明
の
軽
自
動
車
で
車
両
番

号
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）の

所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
に
抹
消
登

録
が
で
き
な
い
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
廃
車
や
滅
失
の
事
実
が
分
か
る

書
類
な
ど（
関
係
官
公
署
の
証
明
書

ま
た
は
解
体
証
明
書
な
ど
）を
ご
持

普通自動車
乗用車・トラック
大型オートバイ等

福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽自動車
黄色または黒ナンバーの四輪
もしくは三輪の自動車

軽自動車検査協会福島事務所
☎ 050（3816）1837

小型二輪車 排気量２５０cc を超える二輪車
福島運輸支局
☎ 024（546）0341

軽二輪車
排気量１２５cc を超え、
２５０cc 以下の二輪車

福島県軽自動車協会
☎ 024（546）2577

原動機付自転車
小型特殊自動車

（農作業用・その他）

排気量１２５cc 以下の二輪車、
トラクター・コンバイン・フォー
クリフト等

猪苗代町役場　税務課
☎（62）2113

住民基本台帳の
写しの閲覧状況

住民基本台帳法第 11 条第３項及び第 11 条の２第 12 項の規定に基づ
き、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況についてお知らせします。

（27 年 11 月 1 日から 28 年 10 月 31 日までの 1 年間）

◆国または地方公共団体の請求によるもの（法第 11 条）

閲覧日 国又は地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

 27 年
 11 月 18 日

自衛隊福島地方協力本部
会津若松出張所　広報官　伊東　裕介 自衛官の募集に伴う広報のため 平成 10 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1

日生まれの日本人の男女

◆個人または法人の申し出によるもの（法第 11 条の２）

閲覧日 申出者の氏名
（法人の場合はその名称及び代表者氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

 27 年
 12 月９日

一般社団法人新情報センター
事務局長　平谷　伸次

日本人のしあわせと健康につい
ての調査

大字千代田、大字磐里、大字蚕養、大
字川桁の満 20 歳から満 79 歳までの日
本人の男女

 28 年
 ４月 14 日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博 ６月全国個人視聴率調査 大字長田の満７歳以上の男女

 28 年
 10 月３日

一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生

平成 28 年度食育に関する意識調
査

大字川桁字長町、大字川桁字西幸野の
満 20 歳以上の日本人の男女

【登録の手続窓口】

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合



広報 猪苗代  2016-12    2021    2016-12  広報 猪苗代

●町と県からのお願い
　冬期間の除雪は、行政と住民の皆さんの相互理解と協力連携が必要不可欠です。除雪作
業を安全かつ速やかに行うため、次のことについてご理解とご協力をお願いします。

◇除雪車には近寄らないようにしましょう！
　除雪車周辺は、運転手の死角になり大変危険です。
　事故を防ぐためにも作業中の除雪車へ近づかないでください。

◇流雪溝の利用後は蓋を閉めてください！　
　流雪溝の利用後に蓋を開けておくと大変危険ですので、
必ず蓋を閉めてください。

◇自宅前の雪の処理にご協力ください！
　除雪車が通った後は、宅地の出入り口に雪が残ってしまうことがあります。各家庭や近
所の皆さんで協力し合い、除雪をお願いします。

◇路上駐車や道路への雪捨ては止めましょう！
　路上駐車や道路への雪捨ては、通行の妨げとなり、交通事故発生の原因となります。円
滑な道路通行を確保するため、支障となる行為は止めるようご協力をお願いします。

◇深夜・早朝の除雪にご理解ください！
　通勤・通学の時間帯に合わせるため、深夜から除雪作業を行うことがあります。騒音や
振動によりご迷惑をお掛けすることもありますが、ご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　
【道路交通に関する問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　○町道　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　町建設課　建設係　☎（62）2118
　　
　　　　　　　　　　　　　　○３桁国道および県道
　　　　　　　　　　　　　　県猪苗代土木事務所　業務課　☎（62）3102　
　　

「
町
政
出
前
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
「
町
政
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
講
座
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
講

座
メ
ニ
ュ
ー
以
外
で
も
実
施
し
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
講
座
メ
ニ
ュ
ー

①
火
山
防
災
に
つ
い
て

②
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
に
つ
い

て③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

④
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
別
に
つ
い

て⑤
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

▼
申
込
方
法

「
町
政
出
前
講
座
申
込
書
」
に
ご
記

入
の
上
、
総
務
課
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
総
務
課
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

▼
開
催
日
時

町
の
休
日
を
除
く
午
後
６
時
30
分
～

午
後
９
時
の
間
で
、
１
時
間
30
分
程

度▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

新
年
あ
い
さ
つ
交
歓
会

を
開
催
い
た
し
ま
す

　

年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
勢

伸
展
を
誓
う
た
め
「
新
年
あ
い
さ
つ

交
歓
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
予
約
な
し
で
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

午
前
11
時
～

▼
開
催
場
所　

町
役
場
３
階　

正
庁

▼
会
費　

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

▼
開
催
日
時

12
月
21
日（
水
）、
平
成
29
年
１
月

18
日（
水
）　

午
後
１
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他
　
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

案
　
内

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　猪苗代町および福島県では、冬期間道路交通の安全確保のため道路の除雪
作業を実施しています。

除雪作業にご協力を！

相
　
談

善意をありがとうございます

○野口英世博士のふるさと猪苗代応援寄付

金として

児玉　昌弘さん（大阪府）         30,000 円

八子　奈々さん（千葉県）         30,000 円  

佐野　孝夫さん（千葉県）  　　10,000 円

二瓶　盛一さん（福島市）　   100,000 円

中田　　靖さん（東京都）         30,000 円

佐藤　敬司さん（福島市）     　50,000 円

伊藤　雅弘さん（郡山市）     　50,000 円

渡邉　吉一さん（千葉県）         50,000 円

松岡　　修さん（京都府）         30,000 円

中井　宏昌さん（神奈川県）　 50,000 円

鈴木　勝寛さん（いわき市）　 50,000 円

福田　岳夫さん（東京都）　　 30,000 円

高岩　正至さん（山形県） 　　 50,000 円

妻藤　陽子さん（滋賀県）　　 40,000 円

小沢　忠男さん（埼玉県）　   100,000 円

瀬戸　紅美さん（東京都）　　 10,000 円

阿部　克彦さん（郡山市）　　 50,000 円

半澤　一明さん（東京都）　　 30,000 円

小椋　康寛さん（千葉県）　　 30,000 円

大窪　敬久さん（茨城県）　　 50,000 円

片岡　慎介さん（東京都）    　 10,000 円

大橋　尚之さん（埼玉県）　   100,000 円

土屋　　明さん（郡山市）　　 30,000 円

平澤　光伸さん（埼玉県）　　 30,000 円

木村　正博さん（茨城県）　　 50,000 円

羽柴　光起さん（大阪府）　   100,000 円

蝋山　敬之さん（東京都）　　 50,000 円

蜂谷　邦友さん（郡山市）　　 50,000 円

渡辺　一成さん（福島市）　   100,000 円

角田　　晃さん（茨城県）　   100,000 円

反町　秋夫さん（東京都）　　 20,000 円

山崎未央哉さん（埼玉県）　　 50,000 円

泉　　奈緒さん（福島市）　　 50,000 円

秋葉　祐輔さん（東京都）　　 50,000 円

早田　伸二さん（神奈川県）　 30,000 円
宮澤　重正さん

☎（66）3995
（下舘）



広報 猪苗代  2016-12    2223    2016-12  広報 猪苗代

   今月の納期
（納期限12 月26 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料　６期分

●後期高齢者

　医療保険料    ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

　
　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　
消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報広場

　消防署からのお願い

◇消火栓などの除雪のお願い
　消防署および消防団は、火災発生
時に消火栓・防火水槽を使用して消
火活動を行います。自宅の周囲に消
火栓などがありましたら、除雪のご
協力をお願いします。また、消火栓・
防火水槽の周りには、雪を捨てない
ようにしてください。

◇屋根の雪下ろしに注意
　屋根の雪下ろし時の転落事故が毎
年発生しています。転落により重大
な怪我となる場合が多く見受けられ
ます。作業する際には、安全帯を使
用するなど、転落防止に十分に注意
してください。
問猪苗代消防署
☎（62）4433

　「妊産婦に関する調査」の
　ご協力をお願いします

　県および県立医科大学では、平成
23 年度より調査票による「妊産婦
に関する調査」を行っています。
　この調査は、東日本大震災以降、
ご心配を抱えた福島県内の妊産婦の
皆さんにサポートを提供すると同時
に、妊産婦の皆さんの現状やご意見、
ご要望を的確に把握し、健康管理に

　大晦日 除夜の鐘つき

　亀ケ城址の鐘つき堂で、今年も除
夜の鐘つきを実施します。
　除夜の鐘をついて、 心清らかに、
福いっぱいの新年を迎えませんか。
●日時　12 月 31 日（土）
　受け付け　午後 10 時 00 分～
　　（先着 108 人に記念品あり）
　御祈祷　午後 10 時 30 分～
　鐘つき開始　午後 11 時～
●場所　亀ケ城址　鐘つき堂
問除夜の鐘つき実行委員会
☎ 090（6227）6870（渡部）

　会津若松税務署申告書
　作成会場のご案内

　会津若松税務署の申告書作成会場
は、アピオスペース１階です。税務
署内には、開設期間前を含め、申告
書作成会場を設置していませんので
ご注意ください。また、平成 28 年
分以降の確定申告書等の提出の際に
は、「マイナンバーの記載」と「本

人確認書類の提示または写しの添
付」が必要です。
　申告書作成会場は、午前９時 30
分から 11 時頃ごろと午後３時以降
が大変混雑する傾向があり、長時間
お待ちいただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
　なお、国税庁ホームページ内に「確
定申告書等作成コーナー」がありま
すので、ご自宅での申告書作成にぜ
ひご利用ください。
●開設期間　平成 29 年２月 13 日

（月）～３月 15 日（水）
●開設時間　午前９時 30 分～午後
４時
●開設場所　アピオスペース１階

（会津若松市インター西 90 番地）
問会津若松税務署
☎（27）4311

　雇用保険適用拡大の
　お知らせ

　平成 29 年１月より、65 歳以上
の人も条件を満たせば、新たに雇用
保険の適用対象となります。
　詳しくは、最寄りのハローワーク

（公共職業安定所）にお問い合わせ
ください。
※１週間の所定労働時間が 20 時間
以上で、31 日以上の雇用見込みが
あることが条件となります。
問ハローワーク会津若松　雇用保険
課
☎（26）3333

１　犯罪発生状況

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 28 年10月31日現在）

町の人口

 28 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,706 人
　　世帯数　　　  4,943 戸
　　出生　13 人　  転入　 31 人
　　死亡　24 人  　転出　 28 人

催　　し

確定申告

役立てていただくことを目的に実施
しています。平成 28 年度におきま
しても、引き続き「妊産婦に関する
調査」を実施いたします。対象者に
は、平成 29 年３月までに調査票を
郵送しますので、ご協力をお願いい
たします。
　また、平成 24 年度「妊産婦に関
する調査」にご回答いただいた人で、
平成 23 年８月１日～平成 25 年４
月８日の間に出産された人を対象に
４年目アンケートが送付されますの
で、ご協力をお願いします。
問県立医科大学　放射線医学県民健
康管理センター
☎ 024（549）5180

　集いの場「サロン」に
　おいでください

　町社会福祉協議会では、町内の
65 歳以上の人を対象に、月に１回、
地域で気軽に集える場所として「サ
ロン」を開催しています。
　趣味活動や簡単なレクリエーショ
ンなどを通じて、皆さんで楽しい時
間を一緒に過ごしましょう。参加費
は無料です。
● 開 催 日　 平 成 29 年 １ 月 17 日

（水）、２月14日（火）、３月14日（火）
●時間　午前 10 時～午前 11 時 30
分
●場所　町地域福祉交流センター
問町社会福祉協議会
☎（62）5168　　

消　　防

雇用保険

◎なりすまし詐欺に注意！高齢者宅を狙った不審電話
が増えています。話の中で、お金の手渡し・振り込み
の指示があったときは、すぐに家族や知人か警察（110
番）に相談してください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 28 年 平成 27 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 61 69 -8 -11.6
磐 　 梯 　 町 15 20 -5 -25.0
裏 　 磐 　 梯 12 11 1 9.1

　　　計 88 100 -12 -12.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
28 年 27 年 28 年 27 年 28 年 27 年

窃盗犯計 46 56 13 15 11 11
空き巣 3 2 1
金庫破り 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 2 8 1 1
倉庫荒らし 3 1
侵入盗その他 6 14 3 5 2
置引き 3 1 4
車上ねらい 2 2 2 2 3
部品ねらい 5 2
脱衣場ねらい 4 2
自販機ねらい
万引き 3 6
職場ねらい 1 1
さい銭盗
畑荒らし 1
スキー・
スノーボード盗 2 4 3 3 1
非侵入盗その他 8 6 3 3
自動車盗 2
オートバイ盗
自転車盗 10 8
その他の
乗り物盗 1
暴行・傷害 3 2 1
詐欺・横領 2 5 3

遺失物等横領
器物損壊 6 3 1 1

その他の刑法犯 4 3 2
総　計 61 69 15 20 12 11
増　減 -8 -5 1

死亡事故 1 0 0 0 0 0
増　　減 1 0 0
人身事故 56 41 17 13 6 2
増　　減 15 4 4

クリスマス献血を実施します

12 月 22 日（木）　午前９時～午後５時

町役場正面玄関前で全血献血を実施します。
クリスマスならではの特別なプレゼントを用意して、
皆さんの来場をお待ちしています。

12 月 12 日～１月末の窓口業務延長日は
12 月 20 日と１月 10 日、24 日です編

集
後
記

▼
過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
Ａ
型
、
Ｂ
型
ど
ち
ら
に
も

罹
患
し
た
こ
と
が
あ
る
私
。

こ
の
冬
は
、
例
年
よ
り
も
早

い
流
行
の
兆
し
が
あ
る
と
の

報
道
も
あ
る
よ
う
で
す
。
う

が
い
、
手
洗
い
を
心
掛
け
て
、

し
っ
か
り
と
予
防
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
今
年
も
あ
と

わ
ず
か
。
振
り
返
る
と
、
町

内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が

あ
り
ま
し
た
ね
。来
年
も「
広

報
猪
苗
代
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
半
澤
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

健康調査

案　　内
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■一口メモ■
　針しょうがの香りで、塩分控えめでもおいしく食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 234

【材料】４人分
大根  1/2・ブリ切り身  ３切れ・しょうが  １かけ・Ａ｛しょ
うゆ  大さじ１・砂糖  大さじ２・酒  大さじ２・みりん  大さ
じ２・みそ  10㌘・水 200cc｝

【作り方】
① １㌢幅の半月切りにした大根を下ゆでし、１切れを３等
分にしたブリは熱湯にくぐし下処理をしておく。
② ①とＡを入れた鍋を強火にかける。煮立ったらあくを取
り、弱火にして落し蓋をする。
③ 煮汁が少し残るくらいまで煮詰めたら器に盛り、針しょ
うがを飾って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 230㌔㌍、塩分 1.1㌘

みそブリ大根
（高血圧予防メニュー）

「夕やけ空の木」

先生が話してくれた物語の
場面を想像して描きました。
夕やけ空のにじみやぼかし
が難しかったです。太い木
が枝をいっぱいに広げてい
る様子を上手に描けたと思
います。 鈴木　利

り

空
く

さん（４年）

「カマキリバスに乗りた
いな」

普通のカマキリがカマキリ
バスに変身しました。僕は
左のオオカマキリ乗って、
木の穴に入ろうとしていま
す。カマキリの目の部分を
うまく描けました。渡部　柊

と う

哉
や

さん（１年）


